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ふ

と

ん

店

を

営

む

ｋ

ｙ

ｏ

ｋ

ｏ

さ

ん

（

左

）

と

事

務

局

の

横

井

さ

ん

ひらめき担当のｙｕｃｏさん

人気パン店のｙｕｋｉｎｏさん

　

東

京

消

防

庁

は

今

年

も

３

月

１

～

７

日

、

「

春

の

火

災

予

防

運

動

」

を

実

施

す

る

。

都

民

に

防

火

防

災

意

識

や

防

災

行

動

力

を

高

め

て

も

ら

い

、

万

が

一

、

火

災

が

発

生

し

て

も

被

害

を

最

小

限

に

と

ど

め

ら

れ

る

よ

う

に

す

る

狙

い

。

　

今

回

の

ポ

ス

タ

ー

（

写

真

）

の

モ

デ

ル

は

、

タ

レ

ン

ト

の

藤

本

美

貴

さ

ん

。

動

画

で

も

「

命

を

守

る

三

つ

の

備

え

は

①

住

宅

用

火

災

警

報

器

②

住

宅

用

消

火

器

③

防

炎

品

」

だ

と

呼

び

掛

け

て

い

る

。

　

同

庁

は

、

元

日

に

能

登

半

島

地

震

が

発

生

し

た

こ

と

か

ら

防

災

意

識

も

高

ま

っ

て

い

る

時

機

だ

と

し

、

家

具

類

の

転

倒

や

落

下

を

防

止

す

る

対

策

、

初

期

消

火

を

中

心

と

し

た

防

災

行

動

力

の

向

上

な

ど

を

推

進

し

た

い

と

し

て

い

る

。

　

東

京

都

が

こ

の

ほ

ど

発

表

し

た

「

都

民

の

消

費

生

活

に

関

す

る

意

識

調

査

」

で

、

エ

シ

カ

ル

消

費

と

い

う

言

葉

や

意

味

の

認

知

度

が

２

０

１

９

年

度

と

比

べ

約

�

㌽

上

が

っ

た

こ

と

や

、

約

９

割

の

人

が

エ

シ

カ

ル

な

行

動

を

し

て

い

る

こ

と

が

分

か

っ

た

。

　

エ

シ

カ

ル

は

「

倫

理

的

」

の

意

味

で

、

人

や

社

会

、

環

境

に

配

慮

し

た

消

費

行

動

を

エ

シ

カ

ル

消

費

と

呼

ぶ

。

価

格

や

品

質

、

作

ら

れ

た

背

景

を

考

え

て

購

入

す

る

こ

と

を

意

味

す

る

。

　

調

査

は

昨

年

９

月

、

�

歳

以

上

の

都

内

在

住

者

に

ウ

ェ

ブ

で

実

施

。

２

４

０

０

人

か

ら

回

答

を

得

た

。

　

そ

の

結

果

に

よ

る

と

、

商

品

購

入

や

サ

ー

ビ

ス

利

用

の

際

に

意

識

す

る

こ

と

は

「

価

格

」

（

�

％

）

、

「

品

質

、

機

能

」

（

�

％

）

、

「

安

全

性

」

（

�

％

）

な

ど

。

　

消

費

生

活

問

題

に

関

心

が

あ

る

か

は

�

％

の

人

が

「

あ

る

」

と

答

え

た

。

　

関

心

が

あ

る

問

題

（

複

数

回

答

）

と

し

て

は

、

悪

質

商

法

や

ネ

ッ

ト

ト

ラ

ブ

ル

な

ど

を

抑

え

て

「

食

品

の

安

全

性

」

（

�

％

）

が

突

出

し

て

高

か

っ

た

。

　

一

方

、

エ

シ

カ

ル

消

費

に

関

し

て

は

「

言

葉

は

聞

い

た

こ

と

が

あ

る

」

（

�

％

）

と

「

内

容

も

知

っ

て

い

る

」

（

�

％

）

で

�

％

の

人

に

認

知

さ

れ

て

い

た

。

　

エ

シ

カ

ル

消

費

行

動

を

「

実

践

し

て

い

る

」

（

�

％

）

と

「

実

践

し

て

い

な

い

が

今

後

は

取

り

組

み

た

い

」

（

�

％

）

の

合

計

は

�

％

に

及

ぶ

。

　

日

常

心

が

け

て

い

る

行

動

（

複

数

回

答

）

は

「

マ

イ

バ

ッ

グ

を

持

参

す

る

」

（

�

％

）

、

「

食

べ

残

し

を

減

ら

す

」

（

�

％

）

、

「

省

エ

ネ

や

節

電

を

実

践

す

る

」

（

�

％

）

な

ど

が

挙

が

っ

た

。

　

な

お

、

東

京

都

商

店

街

振

興

組

合

連

合

会

が

２

０

２

２

年

度

に

行

っ

た

「

商

店

街

の

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

意

識

調

査

」

で

は

、

都

内

商

店

街

で

働

く

６

０

０

人

と

、

都

民

６

０

４

人

に

ア

ン

ケ

ー

ト

を

実

施

。

商

店

街

が

マ

イ

バ

ッ

グ

の

利

用

促

進

、

街

路

灯

の

Ｌ

Ｅ

Ｄ

ラ

ン

プ

使

用

な

ど

に

取

り

組

ん

で

い

る

こ

と

に

対

し

、

都

民

の

�

％

が

「

活

動

が

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

に

つ

な

が

っ

て

い

る

と

認

知

さ

れ

れ

ば

商

店

街

の

価

値

も

高

ま

る

と

思

う

」

と

回

答

し

た

。

　

東

京

都

は

、

顧

客

が

店

員

に

暴

言

を

吐

い

た

り

土

下

座

な

ど

の

理

不

尽

な

要

求

を

し

た

り

す

る

「

カ

ス

タ

マ

ー

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

」

を

防

止

す

る

条

例

を

、

全

国

に

先

駆

け

て

制

定

す

る

方

針

を

固

め

た

。

　

２

月

�

日

に

開

会

し

た

都

議

会

の

第

１

回

定

例

会

で

小

池

百

合

子

知

事

が

施

政

方

針

説

明

に

登

壇

。

　

　

「

カ

ス

ハ

ラ

が

都

内

企

業

で

も

深

刻

化

し

て

い

る

。

昨

年

か

ら

専

門

家

等

に

よ

る

検

討

を

行

い

、

東

京

な

ら

で

は

の

ル

ー

ル

づ

く

り

が

強

く

求

め

ら

れ

て

い

る

。

現

場

で

拠

り

所

を

持

っ

て

対

応

で

き

る

よ

う

独

自

に

条

例

化

の

検

討

を

進

め

る

」

と

語

っ

た

。

　

都

は

昨

年

�

月

�

日

、

カ

ス

ハ

ラ

防

止

対

策

検

討

部

会

を

立

ち

上

げ

、

今

年

２

月

６

日

に

か

け

て

３

回

の

会

合

を

開

い

た

。

　

検

討

部

会

は

経

済

団

体

、

労

働

団

体

、

学

識

経

験

者

ら

の

公

労

使

３

者

が

集

ま

り

議

論

す

る

場

で

、

カ

ス

ハ

ラ

防

止

の

た

め

の

法

的

根

拠

と

し

て

条

例

化

が

望

ま

し

い

と

の

意

見

で

一

致

し

た

。

　

部

会

で

は

「

罰

則

を

設

け

る

よ

り

、

ま

ず

カ

ス

ハ

ラ

を

な

く

す

べ

き

と

い

う

考

え

を

啓

発

・

浸

透

さ

せ

る

こ

と

が

重

要

」

「

よ

り

分

か

り

や

す

く

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

で

具

体

的

に

示

し

て

い

く

形

が

よ

い

」

と

い

っ

た

意

見

が

出

て

い

た

。

　

道

路

、

公

園

、

河

川

施

設

で

不

具

合

を

見

つ

け

た

ら

、

そ

の

場

で

ス

マ

ホ

か

ら

都

に

知

ら

せ

て

―

―

。

　

東

京

都

が

ア

プ

リ

「

マ

イ

シ

テ

ィ

レ

ポ

ー

ト

」

を

使

っ

た

道

路

通

報

シ

ス

テ

ム

を

導

入

し

、

活

用

を

呼

び

掛

け

て

い

る

。

ス

マ

ホ

の

カ

メ

ラ

と

Ｇ

Ｐ

Ｓ

機

能

を

利

用

し

た

も

の

。

　

道

路

で

「

が

た

つ

く

所

が

あ

る

」

「

街

灯

が

消

え

て

い

る

」

と

い

う

時

や

、

公

園

で

「

ト

イ

レ

が

故

障

し

て

い

る

」

「

倒

木

や

枝

折

れ

が

あ

る

」

と

い

う

時

、

河

川

で

「

転

落

防

止

柵

が

壊

れ

て

い

る

」

所

を

発

見

し

た

時

な

ど

、

ス

マ

ホ

で

状

況

写

真

と

コ

メ

ン

ト

を

す

ぐ

に

投

稿

で

き

る

。

　

都

は

投

稿

を

確

認

し

、

必

要

に

応

じ

補

修

を

実

施

。

対

応

結

果

も

ア

プ

リ

で

随

時

確

認

で

き

る

。

　

�

時

間

、

休

日

や

夜

間

で

も

都

に

不

具

合

を

伝

え

る

こ

と

が

で

き

、

２

０

２

２

年

４

月

の

運

用

開

始

以

来

、

約

１

６

０

０

件

の

投

稿

が

あ

る

と

い

う

。

　

効

果

を

上

げ

る

た

め

に

も

、

都

は

、

マ

イ

シ

テ

ィ

レ

ポ

ー

ト

（

Ｑ

Ｒ

コ

ー

ド

）

の

認

知

度

ア

ッ

プ

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

　

東

京

都

中

小

企

業

振

興

公

社

は

、

従

来

型

の

業

務

用

よ

り

消

火

能

力

が

高

い

「

高

性

能

型

消

火

器

」

の

設

置

を

助

成

す

る

。

　

法

定

設

置

基

準

を

満

た

し

た

上

で

高

性

能

型

を

設

置

す

る

場

合

、

消

火

器

１

点

２

万

円

ま

で

、

１

事

業

者

最

大

�

万

円

（

５

点

ま

で

）

が

助

成

さ

れ

る

。

　

都

内

で

店

舗

や

事

業

所

を

運

営

す

る

中

小

企

業

者

、

Ｎ

Ｐ

Ｏ

な

ど

が

対

象

。

　

申

請

受

付

は

３

月

�

日

ま

で

。

問

い

合

わ

せ

は

公

社

（

☎

�

・

３

２

５

１

・

７

９

２

４

）

へ

。

　

女

性

の

活

躍

推

進

に

取

り

組

む

優

れ

た

企

業

や

団

体

を

都

が

表

彰

す

る

「

第

�

回

東

京

都

女

性

活

躍

推

進

大

賞

」

で

、

ま

え

さ

わ

小

町

商

店

会

（

東

久

留

米

市

前

沢

）

が

こ

の

ほ

ど

地

域

部

門

の

大

賞

に

輝

い

た

。

　

同

商

店

会

は

滝

山

団

地

の

近

く

、

バ

ス

通

り

約

３

０

０

㍍

の

両

側

に

約

�

店

が

並

ぶ

。

　

商

店

会

の

�

周

年

記

念

冊

子

を

作

っ

た

２

０

１

９

年

の

事

業

が

き

っ

か

け

と

な

り

、

中

心

メ

ン

バ

ー

だ

っ

た

女

性

３

人

組

が

「

こ

ま

ち

ー

ズ

」

と

呼

ば

れ

親

し

ま

れ

る

よ

う

に

。

商

店

会

の

イ

メ

ー

ジ

ア

ッ

プ

や

若

い

客

層

の

取

り

込

み

に

つ

な

が

っ

て

い

る

こ

と

が

評

価

さ

れ

た

。

　

何

よ

り

、

こ

の

３

人

は

商

店

会

役

員

（

世

話

人

）

に

就

任

。

２

０

１

９

年

は

男

性

８

人

・

女

性

０

人

、

平

均

年

齢

約

�

歳

だ

っ

た

世

話

人

会

が

、

今

で

は

男

性

７

人

・

女

性

４

人

、

平

均

年

齢

も

約

�

歳

に

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

し

た

。

　

こ

ま

ち

ー

ズ

の

１

人

、

ｋ

ｙ

ｏ

ｋ

ｏ

さ

ん

は

「

�

周

年

に

向

け

意

見

を

聞

き

た

い

か

ら

若

手

集

合

と

呼

ば

れ

た

と

き

、

『

ど

う

せ

人

は

集

ま

ら

な

い

し

意

見

も

出

な

い

』

と

思

っ

て

い

た

」

と

振

り

返

る

。

　

呼

び

掛

け

た

の

は

、

商

店

会

の

事

務

局

を

担

い

、

２

０

０

７

年

ま

で

は

文

具

店

を

営

み

会

長

も

務

め

た

横

井

修

さ

ん

だ

。

　

と

こ

ろ

が

、

ｙ

ｕ

ｃ

ｏ

さ

ん

は

出

席

で

き

な

い

代

わ

り

に

「

商

店

会

を

『

ま

え

こ

ま

』

と

呼

ん

で

は

ど

う

か

」

と

の

メ

モ

を

横

井

さ

ん

に

託

し

て

い

た

。

　

意

見

の

あ

る

人

も

ち

ゃ

ん

と

い

た

の

だ

。

触

発

さ

れ

、

意

気

投

合

し

、

次

々

と

ア

イ

デ

ア

が

形

に

な

っ

て

い

っ

た

と

い

う

。

　

ｙ

ｕ

ｋ

ｉ

ｎ

ｏ

さ

ん

は

「

私

は

２

人

に

ま

か

せ

て

い

る

と

こ

ろ

が

多

く

、

担

当

は

ム

ー

ド

メ

ー

カ

ー

」

と

笑

う

。

　

会

え

ば

あ

い

さ

つ

す

る

程

度

の

関

係

で

し

か

な

か

っ

た

３

人

が

、

い

つ

し

か

商

店

会

活

性

化

の

起

爆

剤

と

な

っ

て

い

た

。

　

「

ｍ

ａ

〝

ｅ

ｃ

ｏ

〟

ｍ

ａ

」

ロ

ゴ

の

エ

コ

バ

ッ

グ

や

缶

バ

ッ

ジ

な

ど

、

女

性

目

線

で

作

っ

た

グ

ッ

ズ

は

大

ヒ

ッ

ト

。

店

主

ら

の

似

顔

絵

を

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

化

し

た

カ

ー

ド

を

集

め

る

買

い

物

ラ

リ

ー

で

は

、

景

品

の

エ

コ

バ

ッ

グ

目

当

て

に

店

舗

を

は

し

ご

す

る

人

た

ち

も

出

て

き

た

。

　

た

だ

、

ｋ

ｙ

ｏ

ｋ

ｏ

さ

ん

は

「

も

っ

と

商

店

会

の

人

た

ち

の

意

見

を

吸

い

上

げ

ら

れ

る

場

を

つ

く

っ

て

い

き

た

い

。

女

性

の

意

見

ば

っ

か

り

で

な

く

、

世

話

人

会

だ

け

で

も

な

く

。

新

た

に

出

店

し

て

き

た

人

に

も

声

を

掛

け

て

み

た

い

」

と

も

話

す

。

　

こ

ま

ち

ー

ズ

い

わ

く

モ

ッ

ト

ー

は

「

ゆ

る

ー

く

、

な

が

ー

く

」

。

３

人

と

も

店

舗

経

営

の

ほ

か

に

主

婦

業

を

こ

な

す

。

そ

れ

ぞ

れ

子

供

が

高

校

生

～

大

学

生

と

な

り

、

手

が

離

れ

て

い

た

こ

と

が

大

き

か

っ

た

。

女

性

に

家

事

育

児

が

偏

り

が

ち

な

社

会

に

お

い

て

、

子

育

て

世

代

の

支

援

や

意

識

改

革

も

求

め

ら

れ

る

。

　

横

井

さ

ん

に

よ

る

と

、

以

前

は

他

の

商

店

会

が

抱

え

る

悩

み

と

同

様

、

役

員

は

高

齢

化

し

、

目

新

し

い

イ

ベ

ン

ト

を

や

る

余

裕

も

な

か

っ

た

。

「

今

す

ご

く

楽

し

い

」

と

言

う

。


